
 

令和 5 年度 会員対象 
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2024 年２月 16 日 

３Ｒ活動推進フォーラム 

リデュース・リユース・リサイクル推進協議会 
 

 

 

循環・３Ｒリレーセミナー 
 ～異業種連携による資源循環の取組～ 



 

 

 

 

 

プログラム 
（敬称略） 

13:30～13:35 
《開会挨拶》 

３Ｒ活動推進フォーラム 専任理事             宇仁菅 伸介 

13:35～14:05 

基調講演「サーキュラーエコノミー ～新しい連携協力のあり方～」 

リデュース・リユース・リサイクル推進協議会会長 / ３Ｒ活動推進フォーラム

会長 

東海大学副学長・政治経済学部経済学科教授/慶應義塾大学名誉教授/中部大学

名誉教授                          細田 衛士 

14:05～14:30 
話題提供 1「環境省における CE に向けた取組み」              

環境省環境再生・資源循環局総務課循環型社会推進室長    近藤 亮太 

14:30～14:55 

話題提供 2「農林水産省における資源循環の取組」 

農林水産省大臣官房新事業・食品産業部外食・食文化課 

食品ロス・リサイクル対策室長               熊田 純子                      

14:55～15:05 休憩（10分） 

15:05～15:30 
話題提供 3「成長志向型の資源自律経済戦略と今後の資源循環経済政策」 

経済産業省産業技術環境局資源循環経済課長          田中 将吾 

15:30～16:00 
事例報告 1「ラベル台紙の水平リサイクル「資源循環プロジェクト」」 

日榮新化株式会社 企画開発室 専任課長           本池 高大  

16:00～16:30 
事例報告 2「高岡市脱炭素先行地域の太陽光パネルで奏でる Circular Economy」 

ハリタ金属株式会社 代表取締役               張田 真 

16:30～16:50 質疑応答 

16:50～17:00 講評                            細田 衛士 

17:00 
《閉会挨拶》 

３Ｒ活動推進フォーラム 副会長                梶原 成元 

(備考：各省庁の講演時間には、各 5 分程度の質疑応答時間が含まれております。) 
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＜事例報告１＞ 
 

「ラベル台紙の水平リサイクル「資源循環プロジェクト」」 
日榮新化株式会社  

企画開発室 
 専任課長 本池 高大  

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

















 
 

 

Circular Economy  
 

   
 













































CN CE
Carbon Neutral Circular Economy
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